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『サリーのこけももつみ』　1986年発行　岩波書店 文と絵：ロバート・マックロスキー
訳：石井桃子

＊子どもの本棚＊
核になる絵本19冊（No.2）

　サリーとお母さんは、冬に食べるジャムを作るために、山にこけももを摘み
に行きました。一方、山の反対側には、熊の親子が冬眠に備えてこけももを食
べに来ていました。くたびれてしまったサリーは座りこみ、こけももを摘んで
食べ始めます。同じく小熊も座りこんで、こけももを食べ始めました。そのう
ちに、サリーと小熊はお母さんからはぐれてしまい、お互いのお母さんを取り
違えてしまいます。
　母親とこけもも摘みをする、小さな子どもたちのささやかな愉しみを、北米
の大自然を舞台に、紺一色の、のびのびとしたタッチで描いています。かわい
らしい勘違いをしてしまった子どもたちが、母親に会えるのか、読み手はこの
ユーモラスな設定にどんどん引き込まれていくでしょう。
　家族の生活を作品に描いたマックロスキーの眼差しが、見返しからも感じられます。サリーの家のキッチンの
風景が、古きよき時代、豊かな米国に生きた作者一家の息づかいを伝えます。
　サリーの手には小さなブリキのバケツ。こけももを摘んで入
れると「ポリン・ポロン・ポルン！」と音がします。英語では
"kuplink,kuplank,kuplunk!"  原書名「BLUEBERRIES FOR 
SAL」そっと触れるだけでこぼれ落ちるこけももの実…夏が待
ち遠しくなる１冊です。

～ボランティアにより運営されています～
天王コミュニティセンター図書室

木曜日 16:30～18:30
土曜日 10:00～12:00

開室日

8月8日（土）　10：30～11：00　☆毎月第2土曜日☆
※いの町立図書館の本は返却できません。

＊おはなしの森＊おはなし会

本　館

毎週月曜日・祝日
館内整理日
　　8月28日（金）

月・水・金・日曜日
祝日

枝川分室

　 850－4360 　 850－4350

開館時間

休　館　日

電話番号

9：30～18：00

P e e kP e e k  a  B o oB o oP e e k  a  B o o ～ あかちゃんとおかあさんの絵本の時間 ～

8月18日（火）　10：30～11：00　☆毎月第3火曜日☆
　Peek a booとは、英語で「いないいないばあ」
のことです。大好きなお母さんの膝の上で、絵本
やわらべうたを楽しみます。

＊くつしたのあな＊ ～幼児から小学生のためのストーリーテリングと
　　　　　　　　　　　　　　　　　読みきかせの時間～

8月15日（土）　14：30～15：00　☆毎月第3土曜日☆
　イギリスの作家、エリナー・ファージョン作「年とったばあやのおはなしのかご」の中で、ある家の年とったばあやが
子どもたちのくつしたをつぎながら、寝る前にお話をする場面が出てきます。子どもたちは、ばあやの取ったくつした
のあなが大きいと喜び、小さいときはがっかりします。なぜって、あなが小さければお話も短いし、あなが大きければ
お話がずっと長くなるからです。そんな心和むひとときを、皆さんと一緒にもてますように…。

＊読み聞かせ勉強会＊ 8月13日（木）　10：00～12：00　☆毎月第2木曜日☆
　「えほんのせかい　こどものせかい」（松岡享子・著）をテキストに、ボランティアと図書館員が、絵本や読み聞かせに
ついて勉強したり、話し合ったりしています。お気軽にご参加ください。

＊8月の展示＊
・ギャラリーお江戸でござる　　Part2
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